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那
覇
市
歴
史
博
物
館

バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
来
琉
２
０
０
周
年
記
念

ウ
ラ
ン
ダ
ー
が
や
っ
て
き
た
！

く
す
く
ぇ
ー

壺
屋
焼
物
博
物
館

開
館
時
間
　
10
時
～
18
時
（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

月
曜
休
館 

※
た
だ
し
、
月
曜
祝
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
観
覧
料 

一
般
３
５
０
円
（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
２
・
３
７
６
１ 

　  

８
６
２
・
３
７
６
２

那
覇
市
歴
史
博
物
館
（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
　
10
時
～
19
時
　
木
曜
休
館 

観
覧
料
　
一
般
３
５
０
円
（
大
学
生
以
下
　
無
料
）

☎
８
６
９
・
５
２
６
６

10
月
7
日（
金
）
～
11
月
9
日（
水
）

宮
城
忍
　
漆
喰
シ
ー
サ
ー
展

『
遊
と
造
形
Ⅱ
』

　
今
回
は
初
個
展
『
遊
と
造
形
』

か
ら
17
年
ぶ
り
の
個
展
と
な
り
ま

す
。
今
回
の
展
示
で
は
、
沖
縄
の

自
然
、
主
に
石
灰
岩
と
漆
喰
シ
ー

サ
ー
が
混
じ
り
合
っ
て
遊
ん
で

い
る
よ
う
な
造
形
を
表
現
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

（
主
催 

宮
城
忍
）

　 

９
月
27
日
（
火
）
～
10
月
２
日
（
日
）

　 

３
階
企
画
展
示
室
　
　
無
料

風
を
感
じ
て
　
キ
ム
・
ホ
ノ
個
展

　
壺
屋
焼
物
博
物
館
で
は
県
外
作
家
を
紹
介
す
る
シ

リ
ー
ズ
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
愛
知
県
で
作

陶
す
る
金
憲
鎬（
キ
ム
・
ホ
ノ
）を
紹
介
し
ま
す
。
キ
ム
・

ホ
ノ
は
斬
新
な
色
彩
や
フ
ォ
ル
ム
に
よ
っ
て
、
現
在
高

く
評
価
さ
れ
る
陶
芸
作
家
の
一
人
で
す
。
常
に
新
作
で

個
展
を
構
成
す
る
キ
ム
・
ホ
ノ
で
す
が
、
本
展
で
は
過

去
の
作
品
も
含
め
展
示
し
、
革
新
的
な
作
品
を
作
り
続

け
る
作
家
の
歩
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　 

10
月
7
日
（
金
）
～
10
月
16
日
（
日
）

　 

３
階
企
画
展
示
室
　
　
無
料

神
原
幼
稚
園
作
品
展

　
神
原
幼
稚
園
の
園
児
が
作
っ
た
お
皿
の
作
品
展
で

す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。（
主
催 

神
原
幼
稚
園
）

　 

10
月
18
日
（
火
）
～
10
月
23
日
（
日
）

　 

３
階
企
画
展
示
室
　
　
無
料

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う

～
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
～

　
常
設
展
示
の
内
容
に
つ
い
て
、
学
芸
員
が
展
示
会
場

で
解
説
し
ま
す
。

　 

10
月
16
日
（
日
）
10
時
か
ら
１
時
間
程
度

　 

常
設
展
の
観
覧
料
が
必
要
で
す
（
大
学
生
以
下
は
無
料
）

　 

不
要
。当
日
、博
物
館
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場

費費費

期

FAX

ぷち

うちな～ぐちや
あじくーたー

く
し
ゃ
み
が
出
た
と
き
に
使
う
お
ま
じ
な
い
。
直
訳
す
る
と

「
ク
ソ
喰
ら
え
」。魔
物
に
魂
を
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
、く
し
ゃ

み
の
元
凶
に
対
し
て
言
う
。

 

監
修
　
那
覇
市
文
化
協
会
う
ち
な
ー
ぐ
ち
部
会

【
お
問
い
合
わ
せ
】
那
覇
市
文
化
協
会 

☎
８
６
１
・
１
９
０
９

なはのホットな話題は市FacebookやLINE@でなは NEWS Digestなは NEWS Digest

美ら島沖縄として道路をキレイに
～道路ボランティア協定書調印式～

誰もが救命のヒーローになれる
～救急・防災フェア～

市長の南米訪問
～ペルーとブラジル～

　道路ボランティアとは、地域の団体が市と協定
を結び、身近な道路環境の美化を実践する「協
働によるまちづくり」の一環です。今回新たに締
結したのは、那覇市平和通り商店街振興組合、
若狭小学校区まちづくり協議会、真地老人会クラ
ブ真友会、繁多川婦人会の 4 団体です。
　城間市長は、「みなさまの道路美化や清掃など
の活動は、人と地域をつなぐ素晴らしい取り組み
です。この活動が次世代へと引継がれていくこと
で、地域がより発展していくことを期待していま
す」と、感謝の言葉を伝えました。

　市民のみなさんへ救急医療への理解を深めて
もらおうと、消防局で救急・防災フェアを行いま
した。式典では、救急医療の推進に大きく貢献し
た医療機関などに感謝状を贈呈しました。
　「命の尊さ」についての作文を朗読した中村瑠
来（るき）さん（上山中学校 1 年）のお父さん
は、今回表彰を受けた方々の迅速な救命処置に
より一命を取りとめました。瑠来さんは、「誰もが
周りの人に支えられて生きています。これからは、
僕自身が救命処置を広めていきます」と力強く話
しました。

　城間市長は、沖縄県人ペルー移住 110 周年等記
念祝典とブラジル沖縄県人会創立 90 周年記念祝典
に出席するため、８月 26 日から９月４日まで南米を
訪問しました。
　式典では、本格的な古典音楽や琉舞、エイサーな
どが繰り広げられ、県系人のみなさんが異国の地で
ウチナー文化を継承している姿に市長は深く感銘を
受け、「これからも南米と沖縄の架け橋となってくださ
い。来る 10 月 26 日に沖縄で開催される第６回世界
のウチナーンチュ大会で、再びみなさんとお会いでき
ることを楽しみにしています」と挨拶しました。

8
24

8
25～

9
10

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

那覇の遠景（『朝鮮・琉球航海記』より）

国
宝
尚
家
資
料
10
月
の
特
別
展
示

「
白
地
の
紅
型
衣
裳
」

　
近
世
の
琉
球
で
は
、

西
洋
人
を
「
ウ
ラ
ン

ダ
ー
」
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
近
世
の

日
本
（
江
戸
幕
府
）
が

唯
一
外
交
関
係
を
持
っ

て
い
た
西
洋
の
国
が
オ

ラ
ン
ダ
で
あ
り
、
日
本

の
中
で
西
洋
人
＝
オ
ラ

ン
ダ
人
と
認
識
さ
れ
て

い
た
も
の
が
、
琉
球
に
も
及
ん
だ
た
め
で
す
。

　
１
８
１
６
年
に
来
琉
し
た
イ
ギ
リ
ス
船
の
滞
在
に
つ

い
て
記
さ
れ
た
琉
球
側
の
記
録
は
公
文
書
と
し
て
の
性

格
を
持
つ
た
め
、
公
式
に
開
か
れ
た
宴
の
他
に
は
両
者

の
交
流
を
示
す
記
録
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
対
し
て
、
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
が
記
し
た
『
朝
鮮
・

琉
球
航
海
記
』
に
は
両
者
の
交
流
が
い
き
い
き
と
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　
企
画
展
で
は
、
当
時
の
史
料
を
も
と
に
住
民
と
イ
ギ

リ
ス
人
と
の
交
流
や
、
琉
球
側
の
役
人
と
の
私
的
な
宴
、

お
互
い
の
言
語
を
学
び
あ
う
様
子
な
ど
、
言
葉
の
壁
を

越
え
た
様
々
な
交
流
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
文
化
講
座

10
月
16
日
（
日
）
14
時
～
16
時

｢

琉
球
の
漂
流
民
送
還
体
制
と
ウ
ラ
ン
ダ
ー
の
来
琉
に

つ
い
て｣

講
師
　
麻
生
　
伸
一
（
沖
縄
県
立
芸
術
大

学
専
任
講
師
）

○
担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
会

10
月
30
日
（
日
）　
14
時
～
14
時
45
分
　

解
説
　
鈴
木
　
悠
（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）

　 

11
月
９
日
（
水
）
ま
で

　

　 　

今
月
の
テ
ー
マ

　

　 　

今
月
の
テ
ー
マ

那覇港出船の様子
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